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ー歯石付着 (cI)間に強い正の相関がみられ，それぞれ月齢 (M) との聞にも相闘があるため，さらに




被検対象は宮城県仙台市及び名取市の某動物病院において，平成 18 年 7 月~平成 23 年 1 月の間に
飼い主からインフォームドコンセントを得て全身麻酔下で歯石除去を実施したイヌ 45 頭(除石回数 4
回，のべ 156 頭)とし，歯石除去前に Greene と Verrnillion の口腔衛生指数 (OHI)を独自に改変した
歯石指数 (cI)ならびに Silness と Löe による歯肉炎指数 (GI) で 被験動物の歯周組織の状態を評価
した。また歯石除去時あるいは直前に採取した末梢血を用いて，血液像並びに血液生化学検査を実施
した。
全検体 (N=156) においては GI-CI 聞に強い正の相関が認められたが 除石田次が増えると CI は
有意に増加したのに対して， GI では有意差が認めらなかった。また血液生化学検査結果では，除石回
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45 頭(除石回数 4 回 のべ 156 頭)で術前にGreene& Vennil1ion の口腔衛生指数を独自に改変した
歯石指数 (CI)ならびに Silness & Löe の歯肉炎指数 (GI) を用いて 口腔内状態を評価した。またほ
ぽ同時に採取した末梢血中の血液像ならびに血液生化学所見を調べた。その結果，以下に示す知見が
得られた。すなわち，1)初回除石時 (1 回次)において月齢 (M) と CI 間あるいは GI 間， CI と GI 間
に有意で高い正の相関がみられた， 2) 1 '" 4 回次の全データをプールした場合 (N=156) でも M-CI，
M-GI および CI-GI 聞に有意の正の相関があった， 3) 除石田次別に分けて検討したところ， CI は除石
田次が増すにつれ有意に増加したが， GI では増加傾向はあるものの有意差はなかった， 4) 末梢血パラ
メーターのうち，グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ (GPT) は全検体 (N=156) で検討した
場合 M と GI それぞれとの問で有意の正の相関がみられるのに対し アルカリホスファターゼ (ALP)
は 1 回次群 (N=45) で M と GI それぞれとの問に有意の負の相関，および全検体の場合には M との
聞に同じく有意の負の相関があった 4) 除石田次別に分けた検討では 1"'4 回の各群において血中
GPT に有意の増加は認められず，一方 ALP は 1 回次群が有意に高かった。本研究の結果は，飼い犬に
対して継続的に歯石除去を行うことで，歯石沈着による歯肉炎症の悪化を防止するのみならず， GPT 
で示される全身パラメーターに影響を与える可能性を示唆するものと考えられた。
以上示してきたとおり，本論文はペットとして飼育されているイヌに対する歯周治療(歯石除去)の
効果を歯周組織ならびに全身パラメーターの 2 つの観点から経時的に解明したものであり，申請者の
修士論文で示した結果を検証し，さらに発展させたものである。現在，わが国で増加している愛玩動
物における口腔と全身の健康の関係について新たな視点を与えるものとして 本審査委員会は博士(歯
学)の学位を授与するに相応しいと判断する。
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